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1．はじめに  

英語では瀾y，mALSt，Canなどという助動詞が、動詞とは別に語類（wordclass）として存  

在するけれども、アラビア語でほ助動詞という語類は存在しない。存在するのは動詞  

（類）という語類だけである。この動詞（類）が一定の統語的条件のもとに助動詞とし  

て機能することがあり、これを助動詞と言うことができるだけである。つまりアラビア  

語でほ助動詞が語源として宿在するのではなくて、動詞という語頬、つまり動詞頼  

（verbalci誠S）の中の櫨として存在するということができる。本論ではこの動詞類の中  

に種として現れる助動詞について述べる。   

表題の「修辞動詞」という用語について、はじめに述べておく。「助動詞」という用  

語は誤解を招きやすいので本論でほ避け、本論ではPeled（1989）が用いている「修辞動  

詞（m3difying verb）」という用語を用いて、動詞（類）の修飾的用法のことを説明する  

ことにする。「助動詞」という用語を用いると、「動詞（類）」という語頸とは別に、  

「助動詞」という語瓶があたかも存在するというイメージを与えてしまい、紛らわしい  

からである。語類の分類としては、アラビア諸における「助動詞」は種として「動詞類」  

に含まれてしまうので、以下本論では「助動詞」という用語は用いず、「修辞動詞」と  

いう用語を用いることにする。さらに補助動詞的性質を考慮すると、この名称を選んだ  

理由がはっきりとしてくる。   

文語アラビア語の修辞動詞は、現代文では多分に補助動詞的性質が強い。補助動詞と  

いうのは他の動詞（本動詞）に付属し、本来の具体的意味を失いつつ、抽象的な意味を  

本動詞に加える一方で、その補助動詞は独立して、本動詞として用いられることがある  

ものである。例えば日本語（古典）で「著させたまふ」はki－SaSe－ta珊auと分節され、  

kiは動詞（語幹）、SaSeは使役（または尊敬）の文法的意味を表す助動詞、ta犯uは補  

助動詞で「敬語」として用いられている。この補助動詞ta阻uは、本米本動詞として  
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「与える」の意味で用いることができる。これは動詞が一定の統語的環境で補助動詞と  

して用いられている一つの例と言える。アラビア譜の場合もこの日本譜の補助動詞と平  

行した現れ方になる。ここでs弧eを助動詞と説明したが、これは独立して動詞として  

用いられることがないゆえである。日本語ではこのように助動詞と補助動詞が両方あっ  

て、その区別は形態の独立性が基準になっている。 それに対してアラビア諦では、いわ  

ば助動詞がなく、補助動詞だけが（正確に言えば、意味上で補助動詞的に機能する軌詞  

が）あると言うことができる。   

アラビア語でほこのような助動詞の持つ文法的意味を表そうとすれば、動詞の持つ語  

形を変化させた派生形という形態によって表現する。例えば、  

’alima（krx）V）   →‘aiiarna（teach中花火esomeoneknow）   

kasara（breaktr．）→麺kasara（breakin七｛．中tX：broken）  

使役を表す一つの方法として、第2子音を藍ねる方法があり、受け身を表す一つの方法  

として、inという接頭辞を付けて動詞の語形を変化させる。これらは生産的な動詞の語  

形態であって、派生形と言われている。この他にも小網を用いたり、場合によっては補  

助動詞的用法ク）みの動詞を用いることもあるが、いわゆる「助動詞」というものは存在  

しない。   

それならば修辞動詞という用語を用いずに、ここで補助動詞という用諦を用いればよ  

いと思われるかもしれない。それでも、ここで補助動詞を用いずに修辞動詞を用いたの  

は、この種の動詞ほ後続動詞を従える補助動詞的用法だけであればいいのだが、動詞が  

後続しない（動詞以外が後続する）場合［後に示す例文（5）（6）（7）など］にも用いられ  

ることがあるからである。そう言った場合を含めて、動詞頬という譜類の中でこの種の  

動詞を一つのカテゴリーとしてく〈ることになるので、補助動詞ではなく修辞動詞とし  

たのである。  

1．1本論の目的   

本論では、アラビア語で「助動詞（修辞動詞）」として分類されてきた、kaanaと  

’axavaatu kaana（kaanaの姉妹たち）について再考を試みる。特に、動詞‘aada（本米の  

意味は「戻る」）の分簸をめぐって、アラビア諸における「助動詞（修辞動詞）」とい  

うものについて考えてみる。これまで、この‘aadaぱaxawaatukaanaに含まれるものと  

考えられてきたが、そク）成り立ちや統語的・意味的機能からみて、「助動詞（修辞動詞」の  
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中でも別の枠でとらえるペきであるということを本論で述べる。   

アラビア語に、統語範時としての修辞動詞が存在するかどうかについての議論は、多  

くなされてきた（Bravmann195ヨ，Beestoni970，Stetkevych1970，Peled1989：256，6－8な  

，ど）∴統語範噂としての修辞動詞を日詰アラビア諸に認めるかどうかについては、  

Jelinek（1983），Eisele（1992）などの議論がある。文語アラビア諸については、最近で  

はPeled（1989）が修辞動詞の持つアスペクト・マーカーとしての役割を詳述し、助動詞  

というよりも修辞動詞（血ifying verb）としての範噂を認めている。  

第2章でアラビア諸における修辞動詞の現れ方について述べ、第3牽で修辞動詞の種  

類分けを行い、第4章で修辞動詞と塾aalとの関わりについて述べ、第5章でアラビア諸  

における構文という点から修辞動詞について述べ、第6牽でアラビア語の語類（word  

Class）における修辞動詞の分類について述べ、第7章でまとめる。  

1．2 前提   

本論にはいる前に、本論での議論の基盤について、ここで述べておきたい。1．1で  

述べた通り、Steeleet al．（1981）；Jelinek（1983），Eisele（1992）がアラビア譜（彼ら  

は特にエジプト方言をあつかっている）に「助動詞」が存在するかどうか、文法範疇と  

してそれを認めるかどうかを議論している。彼らが議論している基盤は、もっぱら統語  

レベルに限られた議論であって、しかもそれはAUXという非常に特異性のある、極度  

に抽象化された概念を、範疇として認定しようとする議論となっている。例えば、Eisele  

（1992：14afn）がJelinek（198〕）の考えに反論する文脈で用いているAUXの特徴などを  

みてみれば、このAUXという概念（Pullum1977，鮎CaYley1988）が、統語概念であるだ  

けでなく、英語及びその系統の言語にみられる非常に特異な概念であるということがわ  

かる。例えばSubject－AuxiliarTinversion，Tagfor取tion．Negationplace肥nt＆  

Do－SuppOrt，Nega七ive cons七ruction，Amxiliary reduction，Adverb place7tPnt，  

Ⅴ’deletionなどといったAUXの特徴は、どれも英語に特異なもので、アラビア語には  

あてはまらないものばかりである。それはアラビア譜の「助動詞」の概念が、統語上の  

概念（統語範疇）に限られたものではないからである。AUXが存在するかどうかの轟  

論を、英語及びその系統の音譜で行うのならばまだしも、こういった非常に特異性のあ  
るAUXの特徴をもって、AUXがアラビア諸にあるかどうかを議論することは、土台  
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無理な話である。いずれにしても、AUXというものを普遍的概念として一般化してい  

こうとするのは、むずかしいことであろうと私は考えている。   

こういった普遍的概念をめざす議論の基盤と、本論で私が議論する基盤とは、基本的  

に異なるものである。本論では、助動詞というものを形態・統語論的基盤でとらえてい  

る。つまり、まず「誇」として♂）動詞があり、それが一定の統括的条件でのみ助動詞的  

に機能するという事例の研究である。よって、本論での問題は、別の言語に基づいて作  

られた既製の譜桑範疇があてはまるか、統語範噂があてはまるかという議論に答えを出  

すことではない。   

統語範疇というものは、文を形成する統語単位としてくくりだされた抽象的な単位で  

あり、それをもって普遍文法の基礎となる範疇の一般化に向けて議論することは、それ  

だけでそれなりにまとまりのあるものであり、興味を持てないことはない。しかし、や  

はりそれぞれの言語にはふさわしい分析方法というものがあって、それを見いだそうと  

試行錯誤を繰り返すことが、言語研究では大切であると私は考える。その妥当な分析方  

法を見いだそうとする過程で、特定ク）一言語に基づいて作られた片寄った既製の概念を、  

さほど相対化もせずに、他の言語、しかも異系統の言語にあてはめていこうすることに  

はかなりの無理がある。理論が理論として、特に普遍理論をめぎす立場で、一定理論を  

様々な言語ク）各事例に照らして、理論に修正を加えながら、完成されたものを理想とし  

て臓逸しようとする考えはそれなりに興味深く、関心を持てなくはないものである。し  

かし、それも本当の意味でグ）理論の修正ならまだしも、理論を理論として成り立たせる  

ための建前が先行して、理論を無理にあてはめようとするがために、対象となる言語の  

持っている特徴を見落としてしまったり、理論にとって都合のよい面しか分析者の日に  

写らなくなっていることが多々見られる。けれども、そういった見落としてはならない  

各言語に特異な特質をも含んでこそ、言語の分析として完成されたものに近くなるので  

はないかと私は考えている。   

しかし、私はこのような普遍理論の研究の立場は取らない。一つの言語を研究対象に  

してみる場合、私は民族のもつ言語というものを民族固有の伝統の基盤となる、観念化・  

概念化・論理などが反映された一つの「民族言語」としてとらえている。遺文化的な面  

は認めつつ、かつその文化の固有性、つまり民族（言語）独自の固有性を可能な限りは  

っきりとさせていこうという考えを私は持っている。よって、本論でアラビア語伝統文  

法学を私が随所でよりどころとしたのは、このような私の言語研究としての立場が反映  
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されたものである。つまり、「語」の議論を始めるのにまず統語論から始まるような分  

析には掛、を持つ。もちろん統語的環境というものを全く考慮しないわけではなく、あ  

くまでも形態論的観点で言う「語」から始めて、つまり対象言語（ここではアラビア語）  

ではどのような種類の「語」を認めているのかというところから始めて、その語が様々  

な統語的環境で、どのような扱いを受けることになるのかという傾向性を（伝統文法な  

どに照らしながら）文法として記述する点に私は研究の基盤を置きたい。  

2．導入  

ここではアラビア誇の修辞動詞の現れ方について簡単に説明する。まず、アラビア語  

の文について簡単に説明しておく。アラビア諸には名詞文と動詞文という二つのタイプ  

の文がある。名詞文はいわゆるSVの語順となり、動詞文は逆にVSの語順となる。例  

をあげる。  

⇒動詞文  

⇒名詞文  

dhahaba aトtalabar卜u．  

gopf DEトstudents凋0姐（thes七udents Yent）  

al－talaぬトu dha血由．  

DET－StudentsrNOM gopf（七hestudents Yent）  

アラビア語伝統文法学ではそれぞれの文は次のような構成とされている。（詳細は  

Levin1985を参照）  

動詞文 ＝alTfi‘1＋ alイaa‘il  

［Thesubjectofaver由1sen七erK学iscalledalイaa‘il（the  

agent），andits predica七e alイi‘1（the actionor verb）．】  

（肝ight1964ⅠⅠ251，17－19）  

名詞文 ＝al－J7Llbtada’  十 al－Xaぬr  

汀ksubjectofa rx）minalsentenceis calledal一肌btada’（that  

YithYhicha tx：limil唱is∬Bde，theincba七ive），aTldits  
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predicate aトxabar（the enunciative or announcencnt＝  

（Wight19b41Ⅰ251，14－17）  

なお文語アラビア語では名詞に3つの格を持つ。主格（NOM）、属椿（GE椚、対格（A∝）で、  

それぞれの格語尾は－u：i，－aで示される。動詞は時制（tense）を形態として持たず、相  

（as匹Ct）のみを持つ。アラビア諸には完丁形（卵rfect＝Pf）と未完了形（i聯rfect＝inpf）  

という2つの相があり、例えば順にfa‘ala．yif’aluといったような2種類の動詞の語  

形態を持ち、語の形態から相は区別される。［ほとんどの動詞が3子音で構成されてお  

り、通例f，‘，1で語形態を示す。〕  

アラビア語の学習文法書の中に、助動詞（Auxiliary）や修辞動詞（舶ifying verb）と  

いった文法用語が用いられていることほ実際はほとんどない。しかしアラビア誇の文蛍  

を読むと、次のような文を非常によく見かける。  

7ahaadiith－iila－kitiflat－anlaa；七aludhdhu…1a－ki ■■■■■■■－■■■一■l  

S七ories一町 tO－yOu Child－ACC no七三interest；to－yOu l  

宴i叩f ；  

a卜aan－a．  

DET－ti肘ÅCC  

（hb，StOries to you vhen you werea childdo notinterest：yOu nOY．）  

（Cantarino1975Ⅰ＝：256）   

この文での完了形動詞’琴哩a七は、あとに実質的・具体的な意味を持つ動朋talu些坐u  

を未完了形で従えており、意味上も「～になる」という、アスペクトとしての意味特徴  

を持っている。この’琴叫！atは意味上具体性には欠け、単独では不完全な意味を持って  
いるところから、完全動詞（fullverb）としてではなく、修辞動詞（hkdifyin＆Verb）と  

して働いているとみることができる。つまり修辞動詞’琴由垣tは、ここではアスペク  

ト・マーカーとして働いているのである。  
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次のような文に現れる動詞‘aadaも、修辞動詞とみなしていいかどうかが問題になる．   

umar－u Wa：Kataba；－nu． 1  

0m訂－NOMandiWrOteトit  （OrrwYrOteitagain．）  

jPf i 

この文での‘aadaは、初級のアラビア語学習者がよくつまずくものである。この‘aada  

（本来の意味は「戻る」）は、例文（1）のように未完丁形を従えず、接続語waによる一  

種の等位接続きれた文（節）を従えており、よってこの‘aa血は統語上は完全動詞とし  

て棟能しており、一見2つの節を別々に解釈（「オマルは戻って、再び書いた」）でき  

そうである。しかし意味上は、等位接続された2番目の文（節）の動詞kataba（’aada  

と同様に完了形）と一体になった意味（再び書いた）をなすので、これも修辞動詞と首  

うことができる。本論ではこの種の修辞動詞と、例文（1）のアスペクトを表す修辞動詞  

とは別々に分析することになる。   

このように例文（1）の7a！baba七に対して、例文（2）の‘aadaも修辞動詞に含めていいか  

どうか、また含めるならばどのように分類するのが妥当かが本論での議論を趣こすきっ  

かけになった。   

なお本論で問題にしている修辞動詞は法（仙）と直接関係がないものと私は考えてい  

るので、本論では法については触れない。アラビア諸における法については別の機会に  

まとめることにする。  

3，修辞動詞の種類  

ここではどのような動詞が修辞動詞として用いられるのかを見ていく。この種顆の動  

詞は、アラビア語伝統文法学で言うkaanaと’axaYaatu kaana（血訳は「kaanaの姉妹  

たち」）の二つに相当する。（この分類の詳細についてはLevin1979を参府）   

bamはここでは、説明の便宜上簡単に言えば、（実際は、本質的に性質は異なるが）  
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英語のk動詞にあたるようなものと言っておく。例えば  

l●    kaana aydpun qaalm－an．  

MVpf Zayd－NOMstaTding－ÅCC （Zayd YaS StaEXling）  

（kaamについての詳解は馳岱tOn1984を参照）  

’axawaatu kaanaについては次の3．1で説明する。  

3．1’axaYaatu kaanaについて   

肝ight（Iト101ff）によればaxaYaatukaanaは「単なる存在の意味に、状況などの底  

辞的意味を付け加えたものである」とされる。（「kaa氾とその姉妹たち」というこの  

分け方については、本論で後に確認することになる。）肝ightはこの’axavaatuka抑a  

を、次のように4つに分けている。  

a）持続または継続   

（durationorcontinuity） 例．daa阻，baqiyaなどトで机削る）   

b）変化または転化  

（cha†喝eOr COnVerSion）  

C）時間  

（tim慧）  

d）否定  

（肥gation）  

例．学訂a，raja‘aなど卜になる）   

例・翠1la，baata，’asbahaなど卜になる）   

例．1aysaなど卜で拙い）  

この分顆は、こういった修辞動詞の後に副詞的補紆を従えるものだが、こういった修辞  

動詞がさらに別の動詞を後続させて、補助動詞的に用いられる場合がある。その場合の  

’axavaatuka訓aを肝ight（Iト106，12）Ei’af’aalu a卜胤qaarabaトi（近接の動詞）と  

呼んでおり、肘i如tはこれをアラビア陣伍紙文法学に従って、さらに3つに分類してい  

る。  
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1）述語の示す意味に単に接近していること  （いまにも～しようとしている）   

（the si叩1e proximi七y of the predica七e） ex．kaada．’awshaka，karabaなど   

2）述語の示す意味の実現を予期  （おそらく～であろう）   

（aho【把Ofits occurrence）  ex．‘asaa，haraa など   

封開始の動詞  （～し始める）   

（theverbofbegimings）（7aflaalu垂一重uYuutpi，’af‘aalul－’i唾aa7i）  

ex．’axadha，ja‘ala，Shara‘a，tafiqa，’aqbalaなど  

肘iめtがa卜d）に分類した動詞も、意味はそのままで、1）～封のグループと同じように  

動詞をあとに従えて、補助動詞的に用いられることも実際にはよくある。本論で主とし  

て問題にしているのは、この’af‘aaluaトJTLlqaarabaトiのように、動詞をあとに従えて  
補助動詞的に用いられる修辞動詞である。  

3．2 アラビア諸における3つのグループの修辞動詞   

アラビア語の修辞動詞は、他の動詞を後続させる場合、いくつかク）グループに分ける  

ことができる。というのも現代の文語アラビア語で見た場合、常に修辞動詞として用い  

られるもの、完全動詞と修辞動詞両方で用いられるもの、また後続動詞の接続に接続語  

Waやfaを用いなければならないもの、底接修辞動詞に接続させるものがあるからである。   

そこで本論ではアラビア語の修辞動詞をその統語形式と意味機能という点で、以下の  

ように（a）（b）（c）の3つのグループに分けて考える。統語形式が完全動詞というのは補  

助動詞的用法ではか、ということで、統語形式が修辞動詞というのは補助動詞的用法で  

あるということである。同様に意味機能が完全動詞というのは補助動詞的な意味を持た  

ないということで、意味機能が修辞動詞というのは補助動詞的な意味を持つということ  

である。（a）と（c－1）は完全動詞としても修辞動詞としても用いられることがあるが、（b）  

ほ修辞動詞としてのみ、（c一壱）は完全動詞としてのみ用いられている。ただし（c－2）は完  

全動詞として用いられていながらも、修辞動詞の意味機能を持つというものである。  
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＞  

→ 完全動詞  

→ 修辞動詞【＋tense上磯併Ct）］  

→ 修辞動詞〔（＋te偶e），十誠匹Ct】  

一 完全動詞  

→ 修辞動詞［（十tem妃），＋誠一妃Ct］  

く統語形式  

（a） 完全動詞  

修辞動詞  

（b） 修辞動詞  

（c－1）完全動詞  

修辞動詞   

（c－2）完全動詞 → 完全動詞  

完全動詞 → 修辞動詞i（＋tense），－∂S匹Ct〕  

以下にそれぞれの例文とその分析を記す。  

aトyahuudu qad  

DETMjevs PTCL  

aljaba－hu叫7idh  

I I PleaseMthemisince  

bayt maqdis＝Jerusalem   bayトi a卜nuqdis－i  

houseぺEN DET－hlyMGEN  

（Thejews－－he pleased them．since rc prayed toYards the  

te汀pleinJerusalem）（Kha【11988：9）  

（b〉jarrababaz？－huJTarrat－ainifaqintaねafiikul卜i marratpin   

try luck－his tim計DUAL aTXLend in everyJ3EN七i摘  

b卜氾‘rakaトin  

inイi如セー竜EN  

tuudii薄i－hi’ilaa al－Sijn～i．  

destroy；in－hil打in七0 旺トjai卜G甜  

i打pf  

kaadat  

‡肘pf  
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（He tried hisluck two ti肥S but every timehe endedin fight Yhich  

leaded himinto the jail．）  

（Nagiibhhbfuuz／Bidaaya waNihaaya：118，7－8）  

tatasaa’alu言fiinafs－i－haa “L7nad厄afa‘alptu  

l thi止i叩f ミin selコトGEN－kr vぬt  由一工  

b卜nafs－ii？”  

i町Self一町  

n川ayd－an．  

Slowly－ACC  

（Shet＊gantOthinkin hermind，“Yhat didIdo by町Self？”，tkn  

Shet＊gan tOget uSed to thedarknesssIoYly．）  

（Nagiibぬ寧uuz／Bidaaya YaNihaaya‥102，8～9）  

daa‘afa min’aalaamq卜ha’annaqhum  

make of pai【岱－GEN－her七haトthey  

double  

l fiil－’a yaad－i．  

at DET－festivals－GEN  

（Itl阻deher汀DrePainfulthat theynolongersatisfy their  

apf杷tite onlyat the festivals．）  

（NagiibMahfuuz／Bidaaya Ya Nihaya：114，4）  
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√■‾ 一 －‾‾‾，、‾  

Ya！qaalat‡～（thenshecontinued～）  

an可saypf；  （Cantarino1975IlI：18）  

（c－2）thuTTt阻  

then  

（a）のグループはb訓aだけで、修辞動詞としても完全動詞としても用いる。修辞動詞と  

しては、動詞（完了形及び未完了形）を後続させることによって、複合動詞と言ってよ  

いようなもの（これについては5．3で述べる）を形成し、テンス・マーカーとして棟  

能する（3．3参照）が、完全動詞として用いると「存在」の意味を表す。（b）（c）が、  

’axaYaatukaanaと分類されてきたものに相当する。（b）はkaadaを代表とするブル「プ  

で、用いられる時は必ず未完了形動詞を伴い、修辞動詞としてのみ用いられる。この例  

文中のkaa血は「今にも－しそうな」という意味になり、このグループの修辞動詞は一  

種のアスペクト・マーカーとして用いられる。（c）はふつう完全動詞で現れる動詞が未  

完了形動詞の接続を条件として、修辞動詞として用いられるグループである。（c－1）に  

ほ例文（1）が含まれる。これはja‘alaや’喝叫ユaを代表とするグループで、未完丁形動洞  

を後続させると修辞動詞となる。このグループの動詞は‥起動相（inck蘭tive）などのア  

スペクトを持つ。もちろん完全動詞として用いられ、具体的な意味を持つこともある。  
（c－2）には例文（2）が含まれる。これは‘aadaを代表とするグループである。このグルー  

プの動詞は、続譜上は完全動詞として用いられているにもかかわらず、Wa節（vaによる  

等位接続または後に記述するwaを伴う垣al節）が後続すれば、修辞動詞としての意味機  

能（‘aa血の場合「再び～する」）を持つものである。ただし、Wa節を伴わない場合、  

完全動詞としての意味（「戻る」）で用いられることになる。つまり、意味機能にかか  

わらず、統語上は常に完全動詞として用いられているものである。  

（C－2）に関する例文を、さらに付け加える。この種の動詞には‘aadaだけではなく、  

’ajaaぬ（完全動詞としての意味は「答える」）なども含まれる。  

Ya：qaala；la－hum～（In reply，hesaid to them～） ll and；say；to－tr把m      （Cantarinolg751Ⅰ Ⅰ：18）  

；pf・  

－22－   



この例文は抽象的な意味特性（se硯nticfeature）を文中で先行させている構文の例と言  

える。次の例文は‘aadaを用いたものであるが、（㌃1）と同様の用いられ方をしたもの  

である。  

bトhuduu’－in．（Shequietiy spke鵡ain．）  

by－quietness－GEN   （Can七arino1975Ⅰ‖：258）  

このように現代文では接続語Yaを用いた等位構造をとらないで、‘視daの直後に未完了  

形を撲耗することがたまにある。  

3．3 修辞動詞テンス・アスペクトについて   

ここでは、アラビア語伝統文法学でなされてきたkaarnと’aD（aYaatukaanaという分類  

について、そのテンス・アスペクトという意味横能の観点から検訂することにする。   

アラビア語の修辞動詞は、3．2で述べたように三つに分けることができる。（a）は  

ka卸aで、（b）（c）は∴ⅨaYaa七uka弧aにあたる。欝2輩で分けた3つのグルvプをテンス・  

アスペクトという観点から見てみれば、（a）はテンス・マーカーとしての棟能を持ち、  

（b）（c）はアスペクト・マーカーとしての機能を持つところから、（a）は（b）（c）と区別さ  

れる。（b）（ぐ1）と（c－2）は統語上のふるまい方からはっきりと区別される。（b）と（㌣1）  

については（c－1）が完全動詞として用いられる場合を除けば、同じ現れ方である。もち  

ろん（b）（c）もテンスを持たないわけではないが、テンスとしての意味機能を持つのは（a）  

のbamだけである。   

まず（a）に属するkaanaのテンス・マーカーとしての働きを見るために、次の文を比較  

してみるとよい。  

kaana yaktuhl（ue竺些Yriting）  k祖nakatatn 川e垣卓Yri七ten）  

¢  yaktubユ（He垂町iting／wites）鐸  kataba（ne垣蔓Yritten  

／ⅦrOte）  
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この2つの文の比較（一種のmini陀1脚ir）から、kaa伯の持つテンス・マーカーとし  

ての機能がはっきりとする。   

次に修辞動詞のアスペクト・マーカーとしての働きを見るために、次の文を比較して  

みる。  

’asbahyaktubu（He桓革嬰昼Yrite）  

β  yaktubu（Heis writing／Yrites）  

この2つの文の比較から’琴申垣の持つアスペクト・マーカーの機能（ここでは起動相）  

がわかる。   

次に記す例文（6）く7）は、動詞を含まない例文（5）にba伯／益由通がついたもので－ある。  

この場合も上で述べたように、例文（6）のkaanaはテンス・マーカーとしての機能を持ち、  

例文（7）の’車重aはアスペクトマーカーの機能を持っている。  

（5）laMhaa hadaトun．  

to－herpurpse－NOM  （Sheむ壁aPurPSe．）  

1a－haaぬdafqun．  

toqher印rEX）Se－NOM （She垣亘apur間Se．）  

1a－haa hadaf－un．  

to－herpurp6e－NOM（Sheca肥七ohve a purpse．）  

まとめると次のようになる。  

kaana  M－－P  tenSe － ¢  －marker  

7axaYaatu kaana－－－－  ＠  q aS腫t－marker  
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kaanaと他の動詞（7axaYaatu kaa岨）は、このようなテンス・アスペクトという意味機  

能の分析から、区別されることになり、この二つを分けてきたアラビア語伝統文法学に  

おける分類は正しいということになる。つまり修辞動詞はアスペクトという意味機能を  

持つか持たないか、逆に言えばテンスという意味機能を持つか持たないかで、二つの種  

類に分かれてしまうことになる。   

ここではkaanaと7axaYaatu kaa阻はテンス・アスペクトによって分けることができる  

ということを述べた。この2つは、またwa節を取ることができるかどうかによっても、  

はっきりと分けられる。アラビア語伝統文法学では、分類は直感に頼っているところが  

多いが、その直感は統語的・意味的分析によって正しいことが証明できるのである。  

3．4 修辞動詞の成立の要件   

3，2で分類した（a）のkaanaは、未完了形だけではなく、完了形も従える。一方kaana  

という修辞動詞、つまり（a）の場合を除けば、意味上で修辞動詞としての機能を担う要  

件は、未完了接続となっていることが分かる。（この接続の仕方もkaanaが他と異なる  

ということを示している。）   

この修辞動詞に後続する未完了形動詞は、Stetkevych（1970：100）によれば、文意に状  

況的・付加的意味を付け加える桓al節の一種とされるものである。本来塾狙1節には接続  

語（conjunctive）であるYaが付いており、その場合修辞動詞が完了動詞であれば、Yaの  

あとに続く動詞も完了形で現れるのが普通である。ところがこの未完了形動詞は  

Stetkevychによれば、Yaが落ちて、Yaに続いていた完了動詞が未完丁形になり、その未  

完了形動詞が後にwaの付かか、らaal節として一般化したものというわけである。つまり  

（c－2）の‘aadaの場合、その古いYaヰaal節（Yaをともなう塾aal節のことを以降Ya－桓al節  

と記す）が保持されていることになる。この理由は多分に完全動詞として本来持ってい  

た方向性などの特定の意味の特徴（se隅1ticfeature）があるゆえに、修辞動詞とは言え  

ても完全なアスペクト・マーカ榊になれなかったからであろうと考えられる。（ちの点  

については、後に検許する。）さらに、Stetkevych（1970：99）の言うように、翻訳から  

くる影響もあったと思われる。つまりSte七kevychによれは、本来フランス語のne～plus  

をアラビア誇に訳す時に、否定辞を伴う‘aadaを用いたとされ、それがアラビア請の文  

体に影響を与えたとされている。そのような翻訳の影響ゆえに古い形が残ったとみれば、  

これも興味深い現象ということができる。いずれにしても、ここで修辞動詞の機能と  
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塾aal節との密接なつながりを見ることができる。   

このことは、動詞を含まない垣aal節を従える修辞動詞があることからも裏付けするこ  

とができる。以下の例文はこの種の垣aal節を含むものである。  

帽 huwa‘∬yaan－un．  

and k naked－NOM  

（er YarnaCkt geYOrden）  

（Recke雨orfl％7：562）  

（amMorgen geYamen Sie  

N  die Otcrharkl）  

（Reckendorf1967：弘2）  

Wa hum fTLIShrif鴨uuna．  

aq）d theysu匹rintendenr卜NO  

（10）fa  

鋸d  

Ya kaJama－haa ghariibaトun’an－humaa．  

and as－if・TShe alien－NOM from一七hem  

（Shehas b沈OTTe a押arently alien to thentx）th．）（Peled1989：259）  

例文（8）の場合は、修辞動詞としての働きははっきりしているが、例文（9）の場合は、こ  

の文だけでは文意が曖昧になるものであって、状況次第で訳が異なったものになってし  

まう。（つまり’饗血中は「朝起きて」という意味に取れなくはか、。）例文（10）は意  

味がはっきりしている。   

次に記す3つの例文は、例文柑）（9）に現れた∵即I伝助と’喝叫鱒カゴ、完了動詞を含むva一  

垣al節を伴った例である。つまり（c－1）のグループの修辞動詞も（ぐ2）のようにして用い  

られることがあるということである。いずれにしても、この例からも修辞動詞と帽一  

垣al節との結びつきが見えてくる。  

（11）va yaⅥ肝an   

arkiday－ACC  

B Ya－qad barakatla－hu fiiぬd．at－i   

and－PTCL glitter to－himin quietness－GEⅣ  
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a卜Iayトi  tilka al－haqiyatu al－raalibatu．  

DET－nighトGEN this DET一七ruth DET－dreadful  

（0眠dayBgot to a pin七Vhere that dreadfultmth was glitterin＄tO  

himthro嶋h thequietnight．）（Peled1989：259）  

minqablu ka－aトtayr－i  

previouslylike」韮トbirdぺEN  

（12）farka－’ama al－’uma汀Ia， Yallad  

arxl－aS－if DET－nations and  

－PTCL  

kaanat MV pf  

’as血a七 脚 pf  

七abniikulトu waahidatrin vakr－a－haa li－dhaati－ha．  

build every－NOMone一右EN nesトACC－its for－Selトits  

WaJidhaa fiiYakr－トhaa bayd－un ghayr－u bayd－i一旭a．  

and一七kn in nesトgenrits eg＆－NOMexcept－NOMeggwGEN－its  

（Åsif the nations，Wb had tx5enlike birds who build their nests  

each foritself，YOke up oneJTDrning only七o findin their nests  

eggs Yhich Yere nOt theirs，）（Peled1989：259ff）  

yaⅧqan faJalfaa旭fs－a－hu  2aYj－a－haa．  

dayMÅCC and－find self－ACC～his husband－ACC－rX！r  

（1ヨ）wa  

訓点  

（He YOke up one day．only七o find hi汀Belf her hus血d．）  

（Peled1989：260）  

もちろんこれ以外の動詞も、このようにwaヰ鱒l節をとるものもある。例えば翠11aであ  

る。  
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t泌‘daMhaalayaaliyakathiiraトan wa haadhihi  

after岬it nights many  and these  

（14）wa  

ard  

aトn轡訂atu陀 haadhaaa卜Saliibuyulaahiqaan卜hi・  

DET－glasses and this DEトcross follov－him  

（肋1y nights afterYards thse eyeglassesand thiscross kept  

fo1loYing hin．）（Peled1989：259）  

いずれにしても、ここでは修辞動詞はwa－baal節との関わりがあって成り立っている  

ことがわかった。h占al前については、次の牽で説明する。それから、こう音った様々な  

修辞動詞を含んだ様々な構文については5．2で述べる。  

4．接辞動詞と垣al節について  

第3章でアラビア請の修辞動詞は、主としてテンス・アスペクトマ嶋カーとして機  
能しているということを述べた。kaanaはテンス・マーカー、その他は主としてアスペ  

クト・マーカーとして機能していることを見た。しかし例文（1）の’唾ぬbtはアスペク  

ト・マ→カーということは貰えても、例文（2）の‘aa血はアスペクトマーカーとして機  

能しているとは言えなかった。アラビア語の修辞動詞にはテンス・アスペクトの意味を  

表すクラスとそれ以外の意味を表すクラスがあると考えられる。ここでは例文（2）の完  

全動詞（fullverb）として現れた‘視血か、どのような場合に修辞動詞として意味解釈さ  

れるのかをみていく。  

4．1修辞動詞‘視血と垣aユ節   

例文（2）及び（c一っ）の－aa血は、明らかに続腰上は完全動詞として用いられており、本  

来の完全動詞としての統語上の働きは保持していると言える。それに対して、例文（1）  

の’準坤t［ぱ，ヨ関・f】（’電由塾aはその男性形で、以降この形を代表として用いる）は、  

本来の完全動詞としての機能（「朝になる、目覚める」）を統語上も意味上も失い、修  
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辞動詞として統語上も意味上も機能している。［ただし、’準叫aが完全動詞として用  

いられているのか、修辞動詞として用いられているのかが、単文だけでは判断しがか、  

ことがある。このように機能が曖昧になるのは、Waまたはfaという棲続語が用いられて  

いる場合に限られる。例文（9）（12）（1封を参牌。］   

次に動詞が修辞勤詞として用いられている場合に、完全動詞としての機能を保持して  

いるかどうかを、’a写由塑aとIaadaで比較してみる。  

完全動詞としての特赦（＋輌している／一個していなり  

完全動詞として掛ら帆船  修辞動詞として掛lられた椒  

塩形式 離  脱形式 融   

’追加a  ＋  ＋  →   

‘aada  ＋  十  ＋  

完全動詞としての統語形式を’電哩aほ失い、‘aadaは保持しており、その速いは、第  

3章でも述べたように‘aadaはwa節とっているが、’琴babaはwa節をとっていないという  

点である。この節は第3餐でも述べたように、b鱒1節と呼んでおり、この節には接続語  

職を取る場合（略せaal節）とwaを取らない場合（針垣aal節）がある。垣祖1節は杢拳」  

文意に状況的・付加的意味を付け加えるもので、省略可能な（omissible）なものである。  

この2つの動詞のとりうる構文についてまとめると次のようになる。  

ア）’電ヒ唾a～＋未完了形（申’軍七重a十Wa（fa）完了形）  

イ）‘aada～ ＋帽 完了形  

’喝ぬ垣の場合もイ）と同様にwaを用いた例［例文（9）（12）（1∋）］があることから、本論で  

は、7）の未完丁形も、帽のか、節［これも意味機能から見て桓al節＝ガh姐1節／この節  

は後で述べることになるが、垣al節ではなく、名詞文のCO用mentとして用いられている  

と私は考える。］と暫定的にみなして論を進めることにする。ア）の未完了形の節は  

’唾坤に依存する形で用いられているので、動詞は接続形としては無標な未完了形に  

なっている。が、例文（12）（1ヨ）のようにwa（fa）を用いた節接続にすると、この後続する  

節Li’a！babaに依存せず、有様な完了形となって現れる。するとイ）の‘aadaの構文と同  
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じ構文形式をとることになってしまう。しかし、’嘩ぬ担が帽（fa）節を取る場合は意味  

が曖昧になることが多く、’窄叫aほ現代文ではやはり未完了形を従属させるのが普通  

となっている。   

それに対して、‘aadaはイ）で示したような構文形式をとる。‘誠daを用いた例文をもう  

1つ記す。  

「
．
諷
．
d
■
」
 
「
肯
．
1
抑
．
．
■
」
 
 

at…‘ayn－ay－haa’iiaa wajh－トhi．  （15）fa一  

封1d  eye－DUAレher to face－GEN－his  

（She raised hereyes to his face again．）（Peled1989：260）  

この例からもわかるように∴aadaを含むほとんど全ての例文は、Va－t！aal節をとって  

いる。‘aadaはそのような節が後続する場合に限って、意味上修辞動詞として機能する  

ことが許されるのである。もちろん本水の具体的な意味「戻る」で解釈されることがな  

いわけではない。その場合、付帯的意味（「～しながら」）を表す横紙繕waのない  

町垣al節（p－Clause）を用いるのが普通である。こうなればもちろん修辞動詞ではなくな  

る。‘aadaが意味上修辞動詞の機能を担う要件ほ、イ）のようにWa一重aal節を取ることで  

あると言うことができる。  

4．2 具体化の担alと補語的垣aal  

‘aadaが完全動詞として、及び修辞動詞として用いられているそれぞれの場合の桓al  

についてまとめると次のようになる。ただし、ここでは本動詞（完全動詞）に後続する  

未完丁形動詞で始まる節もー種のbaal節として説明する。（waヰaal節を陀－Cla脱，針  

塾aal節をq－Clauseで示す。）  
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完全姻「～しながら戻る」十 針Clause（＝¢十未完了形）［⇒0missible】  

（＝具体的意味）J ＜補語化の塾aal＞  

棚「再び～する」  十 Wa－Clause（Ya十完了形）［⇒obliga七Ory〕  

（＝抽象的意味）   ＜具体化の塾aal＞   

先行動詞が抽象的な意味の時（修辞動詞）に用いられるYa－Clauseと、先行動詞が具体  

的な意味（憤る」）の時に用いられるP－Clauseは、順に具体化のbaalと補葡的塾aal  

と言うことができる。つまり、前者は文章にとって必要不可欠な（obligatory）部分で、  

後者はそうではなく、省略することができる（omissible）部分ということになる。   

このObligatory／0missibleに関して次の例文を比較してみる。  

（16）kaanaal－Valad－u yabkii （The tx）y WaS Crying／used to cry．）  

MV DEトboy－NO”cry  

（17）xaraja aトwalad－u yabkii（The tx）y Went Out Crying．）  

go－OutI濃トby－NOM cry  

（16）のyabkii－－－ Obligatory【申後に述べるco∬Tnent］  

（17）のyabkii－－－鵬 omissible -;, haal 

例耳（16）の場合のya址iiは義務的な要素であるゆえに具体化の桓alとなる。文意にとっ  

て必要不可欠な意味を担う部分になっているということになる。（17）のyabkiiは  

0爪issibleであるゆえに、あったほうが望ましいが必要不可欠なものではない補語的  

中alとみることができる。  

4．3 塾aal節の変化と修辞動詞   

次に’a！batpC）持つ塾aal節と’aadaのもつbaal節を比較してみる．’軸の場合も、  

修辞動詞になれば、本米の完全動詞としての意味「朝になる、目覚める」を失って、抽  

象的な意味を持つようになる。以下に一aa血の場合と比較してまとめる。  
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’asbaha具体的→A wa～Clause （0missible）   

の糾  ＼B ＠－Clause （omissible）  

凪  a  

抽象的→B ¢－Clause  （obligatory）  （⇒後で述べるが実際は重視1  

‘aada 具体的→A waMClause （omissible）   

q）胱  ＼B 鐸－Clause （omissible）  

鳳  凰  

節ではない）  

抽象的→A  Ya－Clausie （obligatory  （⇒垣al節のまま）  

J  

B P－Clause（少数派である古いA形式はB形式に吸収  

される）  

’a＄babaの場合、抽象的な意味、つまり修辞動詞になれば＠－Clauseを取るのに、‘aada  

の場合は抽象的な意味（修辞動詞）となってもwa－Clause（obligatory）をとるのはなぜ  

か。Aが古いのかBが古いのかの議論は絶えないが、Stetkevych（1970：100）によればA  

→Bの変化ということになる。問題は一aadaの場合にどうしてArfonnが残ったのかで  

あるが、それは‘aadaが基本的に持っている意味に開場があるのではないか、と思われ  

る。他のアスペクトを表す修辞動詞が被った変化を‘aa血だけが被っていないとすると、  

‘aadaは先にも触れたようにアスペクトを表す修辞動詞のクラスには入らないのかもし  

れない。この点については後の牽で触れる。   

まとめると修辞動詞の形式的な成立条件は桓al節の接続であって、その塾aal節の意味  

が文意として残務的な（obligatory）ものになることである。つまりそれは先行動詞の意  

味の抽象イヒという意味機能の変化に伴う、後続する桓al節の裁断ヒ（obliga七orization）  

であると考えることができる。  

4．4 haal節についてのまとめ   

ここではアラビア誇伝統文法学からク）baalの－解釈に基づいて、修辞動詞と垣aalとの  

関係、特に、4．1～4．3で触れなかったねanaとbaalとの関係についてまとめる。   

本論では塾鱒1とか桓al節という用語を何度か用いてきた。3．4及び4．1の説明の  

中では簡単に「文意に状況的・付加的意味を付け加える」ものという説明を加えた。そ  
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れが旬であれば垣al、節であればbaal節といった用い方をしてきた。   

アラビア語伝統文法学では動作主（魂ent）以外に動詞がとるものを「補語または補文J  

と呼んでいる。その動詞の補語は全て選択可能な（optional）要素で、㌍ripheralor  

leftover（f垂Ia）ite∬Bとされている。そ＠）数は5つあり、そC）中にcircuTt6tantial  

CO叩Ie肥n七（baal／垣aal節）も含まれている。こういった動詞の補語は、アラビア語で  

maf‘uulfi卜hi（行為のなされる状況）または孝灯f（状況）と呼ばれ、主として、時・  

場所を表すもク）とされている。例をあげると次のようになる。  

ra7aytu－hu aトyavm－a．  

see－him DET－day－ACC  （Isaw himtoday．）  

ra’aytu－hu xalf－a  詔yd－in．  

See－him af七er－ÅCC ayd－GEN （IsaY himafter Zayd．）  

ra’aytu－hu fii－a卜bayトi．  

See－him in－DET」℃uSe－GEN   （IsaY himin the house．）  

Sii由waihi（Ⅰ：2ヨ7）は、名詞の修蘭について言及している箇所で、どのような種類の名  

詞修飾の場合であっても、塁ifaという用語（または蔓ifaの派生形態の用語）で説明して  

いる。しかし、SiibaYaihiが用いている§ifaというのは漠然としていて、修飾関係を瀕  

している場合もあれば、その修飾関係を成立させている修飾語・旬・節を表している場  

合もある。いずれにしても、その箋ifaの説明の中に垣alの例が含まれている。  

haadhaa zayd－un dhaahib－an．  

this Zayd－NOM＄Oing－ACC （Thisis Zaydgoir唱）（1237，3ff）  

Siib訓aihiは、この垣alについて、「同一のものであって、一部ではないも．の」  

［yakuunu huYa huYa Yalaysa minismL卜hij という説明（1237，3）をつけている。こ  

tLが垣鱒lの特徴となる説明と考えられる。つまりSiibaYaihiがここで言いたかったg）は  

「修飾語と被修飾語がともに、Topic として梯能している語と一種の同一楷示  

（coreference）関係になっているが、修飾語と被修飾語は、お互いに全体一一部の意味  

関係にはなっていないもの」と私は解釈する。これが同格（appc伝ition）と垣al（節）を  
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区別する鍵になると私は考える。ここでの「同一指示」というのは一つのtopicに対し  

てcoIl聡ntとなっているということである。   

次の2つの蔓ifaを比較して、このことを考えてみることにする。  

Sifa  

洞一指示］＋［一部］   ⇒同格  

（Ⅰ2ヨ7，ヨ）  

洞一指示］十卜部でない］⇒垣aal  

（Ⅰ2∋7，ヨff）  

（18）haadhaazayd－un  

this Zayd－NO”  

（19）ba些aaayd一皿  

this Zayd－NOM  

DEトlon㌻NOM  

going－ACC  
dhaahib－an  

（Thisis Zayd going．）  

アラビア詩文法では、形容詞は名詞類（nominalclass）の中に含まれる。つまり名詞類  

の中に、種として名詞と形容詞があるということになる。この呈廻埜どうしの並列は同  

格関係となり、同格も室ifa（修飾）の一種とされている（これに関してはTal川Dn19飢を  

参府）。例文（18）のayd一皿とalやWiiトuは「全体一一部」の意味関係になっており、  

topicであるhaa些aaと一種の同一指示になっている。しかも限定名詞と限定形容詞が  

並んだもので、限定性と格が一致しており、これはアラビア語文法では同格（appsition）  

とされる。それに対して例文（19）のayd一皿と些a血iト卿は限定名詞と非限定名詞が並  

んだもので限定性が一致せず、椅も主格と対格で格の一致が見られない。［分詞  

（坐aahib）も形容詞と同じ扱いになり、名詞莱削こ含まれる。］2nydunと些aahibanは  

haa些鱒と同一指示関係になっているが、2aydun（こ対して坐aahibanは  

革味関係になっていをい。つまり例文（18）との速いは限定性と格が一致せず、上皇堕ニ  

ー部」瀾こなっていないということである。それゆえ例文（18）の場合は同格である  

のに対して、例文（19）の場合は同格関係にほならず、垣alとみなすことになる。同格と  

塾aalはともに蔓ifa（修飾）とされるが、この2つは限定性・格・同一指示・革嘩関係  

鋤から区別されることになる。  

次に、アラビア請伝統文法学でよく問題になるka卸aと垣alとの関係について、述べ  
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ておく。次の4つの形を比較してみると、kaanaとbaalとの関係はどう考えるべきかが  

わかる。  

射踪  一部  

十  限定十限定 ⇒旬  

（Zayd，the taalone）  

限定十非限定⇒文（T＋  

（Zaydis tall．）  

晰十T＋C⊂今文一－－・・一・－・t  
㌧｛．■■．（ノヽ■■．■■，へ．【ノヽ  

（20卜～－～  Zayd－un aト主awiil－u  

Zayd－NOMDEトlong－NOM  

（21）＠   Zayd－un taYiilMun．  

－NOMlo咄－NOM  

（22）kaana zayd－un 妄aYiiトan・  

hⅣ  －NOMlong－ACC  

（23）haa坐aa盈yd－un 些aahib－anl  

this Zayd－NOM goi昭一ÅCC  

＋  

十  

（こ棚Vは後に召捕すbnaYaaSix）（Zayd was tall．）  

T十C十垣aalE＊文  十  

（Thisis Zayd going．）   

T＝Topic C＝Com肥nt  

例文（22）でzayd－unと！awii卜anの意味関係が「全体一鵬部」の爛係になっているが、 格  

と限定性は合っていないので同格にはならか、。つまり例（罰）のように、茎ifaになって  

旬を形成しているのではない。よって例（20）にkaanaがついた存在文  

（20’）ka卸a2ayd－un alヰaYiilMu・  

YaS ZaydMNOMDET－talトNO賊（Zayd，the tallone，YaS．）  

とは区別きれる。例文（22）は例文（21）と同様の「限定語＋非限定語」の語順（名詞文の  

基本形）から、申Yiiト孤はzayd－unのCOmmentとなる。2nyd－unと申Yiiトanは「全体－  

一部」の意味関係から、申Wiiト抑は重視lとはならず、例文（a）のd厄濾ib一研が垣alと  

解釈される場合とは区別きれる。よって例文（芸）のkaanaは、補語として重視1をとった  

のではないということになる。つまり修辞動詞kaanaの構文は存在を表す文に垣alが付  

いたものではなく、例文（21）のような名詞文にテンス・マーカーとして、kaanaがつい  

たものである（cf．詳細はBravm195う参照）。   

kaa伯のCOnTrKentの位置に未完了形が来る場合も同様に、その未完丁形を塾aalとは考え  

ない。CO叩肥ntに現れる未完丁形は例文（2う）のような分詞形を介在して現れるようにな  
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ったと私は考えている。次の二つの例文で考えてみる。  

（24）kaana zayd－un dha血iトaTl．（Zayd was goi噌．）  

My Zayd－NOMgoir唱－ACC  

（25）kaana 2ayd－un yadhhabu．（Zayd was goi噸．）  

脚  ゐyd－NOMgo（i叩f）  

例文（24）よりも例文（25）の方が構文として生産的になっている。例文（25）のya些桓buが  

が塾aalではないのは、例文（24）の些aahib－anがbaalではないのと同じである。よって  
kaanaは修辞動詞として用いられている場合、存在文kaana zayd巾un．（ZaydYaS．）があち  

たのであって、その存在のkaanaに塑aalが付いて、例文（24）（25）のように発展したもの  

ではない。  

5．修辞動詞を含む文の構成  

第4章では、主に修辞動詞の統語機能・意味機能について述べてきた。この章では文  

の構成という点から修辞動詞について考える。5．1では修辞動詞が現れる位置につい  

て述べ、5．2では修辞動詞を含む構文について考える。  

5．1修辞動詞の位置   

アラビア語伝統文法学を振り返ってみると、修辞動詞が現れる位置に名前がつけられ  

ている。それをアラビア語ではnawaasixと言う。（この用語はあえて英語に訳せば  

a【氾1ishensとなる。）   

伝統文法では  

Zayd－un kabiir－un．  

ゐid－NOMbig－NOM （ゐidis big．）  

といったような基本的名詞文の前に現れて、元の支配関係を変えてしまう動詞的または  
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小詞的支配詞（eitherverbalorpar・ticlegovernors）を、naYaaSixa卜ibtidaa7と呼  

んでいる。伝硫文法ではこのような位置概念を認めてきたわけである。kaanaを含めた  

修辞動詞が、このnawaasixとして用いられていることと、この統語位置の機能と修辞動  

．詞の梯能との関係について、ここでは述べる。   

馳h追（1990：65，5－9）が、mWa誠ixについてまとめているところを下に引用する。  

TheseelelrE5ntS，Yhich Yere at a ratherlate匹riod gat王旧red Yithin  

thegeneralcategoryof rmaasixトibtidaa’（abrogatorsofibtidaa’），                                                                      ■－▼一一－■■l′1■■■｛■■－｛■－－－■－，■■一－－－－－一一－・－－－→■－－－－・－－－－■■一■－－■－■■一●一■■■－■－■■－■■  

corrprisetheas匹Ctualauxiliaryverbsof thekaanaclass，thentxlal                                   －，■一一一■－－■－一●－－－－一一－■・－－－●一▼■■■－■一■－ － －－■－→■－－－－▼－●●■■－一一一一 －－－一一■一▲●－－一一－－一一－一一′一■－－  
particlesofthe’irnacIELSS，a血the‘epistemic’vertBOf thezalⅧ  

Class．  

伯Waおixという位置に続く文は、今述べたように名詞文であって、ゆえに基本的に動  

詞を含まか一文（non－Verぬ1sentence）であった。しかし、しだいに（前の章でも鋭明  

したが）名詞類が分詞形を介在して未完丁形にとってかわるようになり、ここまでの修  

辞動詞を含む例文から分かるように、現代文では動詞を含む文もn訓a益ixに後続する文  

として用いられるようになったのである。   

それではまず名詞文のn訓aaSixの位置に具体的に単語が用いられている3つの例文を  

次に見てみる。  

Zayd－un kabiir－an．（Zayd vas big．）  

Zayd－NOMbi差「ÅCC  

2ayd－af）kabiir－an．（Ithought zayd YaS big．）  

－NOM  －ACC  

2nyd－an kabiir－un．（1ndeed Zaydisbig．）  

－ACC  －NOM  

a）ではkaanaが名詞zayd（Zayd）を主格で、kabiir（big）を村椿で支配する。主格一対格は  
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普通はagent－Objectの関係に現れるものだが、ここではtopic－COmnen七の関係に現れ  

ている。b）では禰文として名詞文をとっており［このことは挙m狛tuの後に神文化詞  

，arnaをとれることからわかる］、tOpicもcom旧1tも村椿に置いている。C）で  

が名詞2nydを対格で、kabiirを主格で支配している。この場合もー種の補文として名詞  

文をとっていると考えることができる。［補文化については別の機会にまとめることに  

する。］   

この中で特に重視したいのはkaanaである。このkaanaは、アラビア謡伝統文法学で  

は二つに分類されている。意味を成すのにat七ribu七eをどうしても必要とするkaanaを、  

kaanaaトnaaqi堅atu（theinco叩1eteorrelativekaana）、一方attritxlteをさらに必要  

としないkaa旧をkaanaaトセaaJtt阻tu（thecoTrPlete，absolutekaarn）と呼んでいる。修  

辞動詞としてのkaana：は、前者の kaanaa卜naaqi寧tuにな））、言わば不完全な動詞と  

きれているわけである。kaanaは修辞動詞としては単にtem匹raloperatOrとして用いら  

れており（第3章参照）、修辞動詞としての意味機能を持っている。修辞動詞としては、  

語彙の持つ意味の抽象度が高まることが重要な条件と言うことができた（第4牽参月軋  

抽象的という点では、kaanaも’innaも一つに括れてしまう。しかし’innaは小詞  

（particle）で、動詞としての活用を持っているkaanaの場合とは異なる。このkaanaは  

－imaとは違って修辞動詞として用いられているのである。ここではa）の構文、すなわ  

ち修辞動詞がnawa拡ixに現れた文に関して述べていく。   

ねa脱が修辞動詞として機能している文は、名詞文に対して修辞動詞が付いたもので  

ある。それに対して、ka紬a以外の修辞動詞を含む文構造は、第4牽で述べたように、  

「動詞十垣al」から始まる。そこでは一定の動詞に取って、時代とともに動詞の持つ具  

体的意味が失われ、抽象化されて修辞動詞となった。そク）抽象化はa）の文、すなわち  

ka卸aが名詞文に対して修辞動詞として機能する文にならう類推変化と考えることがで  

きる。ここまでの例が示すように、修辞動詞化するということは、意味機能としては、  

テンス・アスペクト機能などの文中で抽象化された意味役割を担うようになることだと  

言える。修辞動詞が棟能する文が一般化する過程で、このように類推変化のモデルにな  

り、抽象化された意味役割を文頭の動詞が担うようになる変化のモデルになったのは、  

ka諷aを代表とする旭Wa拡ixという文頭の位置概念であると言える。   

アラビア譜の場合この変化は名詞文から始まって動詞を含む文（後で述べるように  

co∬胱ntに動詞を含む節をとる名詞文）に至っており、「助動詞」化と言うにはいきさ  
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かとまどいを感じさせる。いずれにしても、kaana以外の修辞動詞を認めるためには、  

やほりnaYaaSixという統語位置の役割（kaanaの持っていたモデル的位置役割）を認め  

る必要がある。その位置が現代文では、名詞文（colⅧ紀ntに動詞を含んでいる、いない  

にかかわらず）の文頭に認められ、それがテンス・アスペクトなどといった、文中のい  

・ずれかの部分に対する修飾機能を担うようになっている。もともとkaanaがna欄a誠ixに  

現れており、さらに現代文では抽象化された様々な修辞動詞が一つのカテゴリーとして  

na伯誠ixの「位置」に現れ、n訓aaSixという位置はテンス・アスペクトなどの抽象的な  

意味機能を持つようになったのである。これはテンス・アスペクトなどの抽象的な意味  

棟能を語彙化していく傾向、つまりnawaasixの位置に現れた語彙にテンス・アスペクト  

などの抽象的な意味機能を持たせることになる重要な構文上の傾向と考えることが  

でき、一種の機能的・・分析的な言語変化とみることができる。このことはひょっとした  

ら、一般に言語変化の一つの傾向と言えるのかもしれない（cf．Heir紀1992）。   

kaanaの現れるnaYaaSixという位置の持つ機能、これはアラビア語伝統文法学の中で  

認められてきたものだが、抽象化された理論上の位置ではなくて、具体的に文が抽象部  

と具象部に分かれ、その抽象部の位置は、文に対してテンス・アスペクトといった抽象  

的な意味を加える位置として非常に機能的なものである。その位置に一つの機能を与え・  

たのは、ka弧aを代表とするn訓aaSixを具現化するグループ（カテゴリーといってもよ  

いだろう）である。その位置が持っている機能は、kaamの構文にならう類推変化の中  

で他の動詞にも与えられて、その結果、修辞動詞を増やす傾向となって現れている。よ  

ってMV＋T＋Cといった、 kaanaの基本構文のCの位置に先にも述べたように分詞を  

介在する形で、名詞類だけではなく動詞頼も現れるようになり、そこでkaanaが動詞を  

含む文を従えるようになった。それはT＋Cという語順が固定していることからもわか  

る。一方b諷a以外の動詞の場合は、次の構文のところで述べるように、帽ヰ貌1節の粕  

が落ちて、この部分がTにとって文としての必要情報（Tに対する00m肥nt）になるのに  

並行して、Ⅴが抽象化していった。この抽象化はb卸a摘文にならう類推、すなわち  

kaana構文の持つnawaasixの機能が多様化する傾向と合わさって、Ⅴが修辞動詞化した  

と考えられる。   

まとめると、ここではkaanaだけではなく、’aJQYaatukaanaもnaYaaSixに現れる語彙  

グループと見ることができる。つまり、na甘aaSixに現れる1つの語彙グループとして修  

辞動詞を含めることができる。  
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5．2 n訓aaSixを含む構文   

ここではnavaasixを含む文を構文という観点からまとめる。5．1で述べたように、  

naYaaSixという位置を考慮すれば、kaanaを持つ文も、琴爪an七u（think）や’inna（PTCL）  

を持つ文と同じ文構造だということになる。それは、そういった語が勘W姐Sixに現れる  

語彙グループの一つだからである。しかし、na≠a誠ixと後続語との統語関係を考えてみ  

ると、以下で示すようにkaanaは他の2つ（翠IINltu，’irna）とは違った現れ方をするこ  

とがわかる。naWa誠ixという位置概念を導入して、naWaおixを持つ文構造が基本的には  

同じだとすることで、kaanaの文構造は見えてくる。n訓aaSixという位置概念を認める  

と、kaanaのない、現在の時を待った名詞文zaydun kabiirun．（Zaydisbig．）は、kaana  

を含む過去の時を持つ名詞文kaanazaydunkabiiran．（ZaydYaSbig．）と同じ種類の女  

構造となる。つまり、前者は2aydunの前のnaYaaSixの位置が空いているからである。  

よって先にも述べたように、kabiira山ま存在のkaanaに付いたbaal節ではないというこ  

とになる。もしkabiiranがt！aalだ上すれば、存在のkaanaに付いたゎaal節は省略可能な  

もの（omi岱ible）であるはずであると言えるからである。以下修辞動詞を含む文の統請関  

係について見る．   

まず次の文でnaYaaSixを含む文の同一指示（coreference）を検絆してみる。  

（26）kaana zayd皿 kabiiran． kabiiranほzaydunを指す。kaa旭はzaydunを  

MV Zayd big  そのtopicとしている。  

C. i i 

（27）翠nantu2aydankabiiran．kabiiranはzaydunを指す。挙皿一tuは省略さ  

think   れたIarlaaをそのtopicとしている。  

例文（㌘）の独立人称代名詞’訓aa（＝は表示されていないが、この’朗1aaと動詞の活用語  

尾の－tuが同一指示関係にあると言うことができる。  

’anaa 要man－tu  

I thi正一1  

I / 
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さらにこク）ことを語順という点から検討してみる。（ガは独立人称代名詞、ここ  

では∴maaが本来現れているところ）  

Zaydun kabiiran．   ¢  

Zayd I big 

Zaydan kabiiran．  

ゐyd i big  

三野n卸七u  

think  

kabiiran．   ＠＊zaydun  

lbig  Zayd  

kabiiran．  

I big 

詔ydun dhahaba．  ＠  

Zayd go  

2aydan dhahaぬ．  

Zayd  go  

このことから分かることは翠一1antuはkaanaと違って、文中で第1位の位置になければ  

n訓aaSixとしての機能が果たせないことになる。これは同一指示の関係から見ても確認  

できる。例文（29）はay血nをtopicとして文頭に出すことができる。その場合次に現れ  

る動詞と同一指示が条件となる。つまりkaanaの活用語尾は如こなるが、これが3人称  

単数を示しており、そのbとaydunが同一指示となる。これに対して孝mantuの場合は  

活用語尾の－tuと認ydunは同一指示にはならないので、繰り上げられた詔ydunを持つ  

翠Ⅲlltuの文が非文ということになる。   

第3の位置に現れる語、ここではkabiiran（大きい）と坐坤aba（行く）がnaYaaSix  

に現れた誇と同一指示ならば、第1と第2の語順は入れ替えることが可能だが、もしそ  

うでなければ入れ替えることは不可能である。指示関係の異なる語（孝肌弧tu）を越えて、  

同一指示の関係（2aydunとkabiiran）は成立しない。言い換えると、アラビア請では第1  

任の語（na職益ixの位置に現れた語）と第2の諦は同一指示でなければならないという  

ことになる。また夢mantuの次に補文化詞’弧naを入れることができるところから、  

Zamntuはzaydunkabiirunを補文としていると見ることができる。そう考えると上で  

述べた同一指示成立の関係は納得がいく。’imaの場合も同様に補文をとっていると考  

えればよい。kaamの場合、格関係と同一指示関係を見ていると、一見kaanaが存在の  
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意味であって、それに垣aal（対格をとることが多い）が付いたような感じを与えるが、  

先にも述べたように、それならばその垣alは省略可能なものであるはずで、しかもそれ  

が義務的なもの（obligatory）になる理由が見いだせない。kabiiranはkaanaによる支配  

上の対格であって、baalではない。それはkaanaがある時だけ対格で現れて、kaanaが  

なければ主格で現れることからもわかる。kaanaの場合は名詞文（Topic＋CoⅧ肥n七）に  

kaanaが付いてkaana十名詞文となったのであるが、kaana以外の他の修辞動詞の場合  

は、重視1節を条件として成立したものでka卸aの文とは成り立ちが違っているというこ  

とを‘aadaが修辞動詞として機能する例文をヒントに知ることができたのである。   

次にka卸a以外の修辞動詞がna帽拡ixに現れる場合を考えてみる。  

’as旭Ia A ＋ ～ Wa A 十 Ⅴ －  A＝agent  V＝Verb  

’誠ぬhaの例で考えると、もともと2つの文が等位接続された重文があって、それが  

’ぉb山aの抽象化に伴い、≠計baal節は文意として具体的な意味を持つ、義務的な要素  

になった。その後接続語であるwaが落ちて、一喝由塑a＋A＋Ⅴとなったのである（下の  
まとめに詳述）。つまり先行動詞の意味の抽象化にともなって、修辞動詞という一つの  

動詞グループができるようになったわけである。   

SiibavaihiはAlqkitaabの第1輩でアラビア語の請願（YOrd classi）は動詞、名詞、小  

網だとしており、この中の動詞（fi‘1）は動詞類（ver由Iclass）と言ったほうが正しく、  

大きな語類である。その大きな語類としての動詞頬（fi‘1）は動詞と修辞動詞という2つ  

の種を持つということができる。［これについては次の第5輩で再び触れることになる。］  

種としての修辞動詞は極めて流動的な語彙グループで、種としての動詞という詩集グル  

ープと墳をせめぎあっている。傾向として修辞動詞としてのグループに含まれる語彙の  

数は増えており、動詞という種から修辞動詞という種へという変化の過渡段階にある語  

彙もあり、また動詞という頓のままのものもある。  

偶Wa芯ixを含む構文についてまとめると、以下のようになる。  

くa〉n訓aaSix＋［1］十〔2］  

この構文には文頭に必ずnawaasixの位置があって、ここが空き（β）になることもあるが、  

先にも述べたようにkaa硯などが入る。［1］の位置には名詞類で名詞文構成要素の  

－42 －   



topicにあたるものが入り、［2］には動詞類または名詞類で、しかも［1］に対して  

co椚mヨntにあたるものが入る。具体的に言うと次のようになる。  

kaana zaydun kabiiran．  

［naYaaSix】［topic］［com肥nt〕  

kaana zaydun dhahba．  

［naYaaSix】［topicl［comn7ent］  

kaa旭以外の修辞動詞を持つ文が、このくゎの構文に至る前段階の構文についてまとめ  

ると次の様になる。．  

くb〉verb＋agent～ Ya ＋aBent十Verb十－  

pf  pf  

このような構文に現れる行為者（喝ent）は同一指示であるゆえに2つ目の行為者は省略  

されるのが普通である。  

くc〉verb十agent～ Ya＋verb十～  

pf  pf  

この文が接続語waを落とすと、2つ目の動詞は未完了形となって先行する文に依存する  

形となる。  

くd〉verb 十 agent～ Verb 十 －  

pf  i汀pf  

この段階で1つ目の動詞の意味が抽象化と平行して、2つ日の動詞が義務的  

（obligatory）となる。この時に1つ目の動詞が修辞動詞として機能するようになり、こ  

のようにしてくa〉の構文になるわけである。  
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5，3 補助動詞化   

ここでは一見複合動詞を形成しているかのように見える動詞の連鎖は、実は複合動詞  

でほないということを述べる。（3．2参照）   

前の5．1及び5．2で述べたように、naWaaSixという位置を文頭に持つ構文は、一  

見複合動詞を形成するかのように見えるかもしれない。5．2で示した＜d＞の構文は  

Verb ＋ agent ～ Verb 十 － （5．2－くd〉）   

げ  i叩f  

アラビア語現代文における典型的な修辞動詞をとる構文と言える。先行する動詞（pf－）を  

Vlとし、後続する動詞（i叩f）をV2として簡略化して考える。  

Vl ＋祁ent十 V2 ～   

この構文でVl（pf）は修辞動詞として機能し、V2（i叩f）は省略可能な垣alではなくて、  

義務的な要素となっている。この構文は3．2で示した多くの例文からわかるように、  

文脈から明らかな場合、喝entは現れないのが普通である。この行為者は、先にも述べ  

たようにtopic（T）と考えた方がよく、よってV2もconTTent（C）と考えるペきである。  

Vl ＋ T ＋ V2（C）  

topicとして解釈されるagentは、もちろんcoJTmentであるV2に対してのものである。  

同一のtopicを持つ文が文脈上続けば、このa＆entは繰り返し出てくることはない。実際  

同じtopicを持つ文が続くことがしばしばあり、tOpicは現れないほうが多いということ  

ができる。よってこの構文の出現頻度敷から言って、よく見かける形式は次のようにな  

る。  

Vl＋ V2 ～   申 Vl＋〔β 十 V2 ～］  

この動詞の連鎖は一見複合動詞が形成きれているかのように思わせるかもしれない。し  
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かし、VlとV2の間は、Tであるa＄entが本米存在するということを忘れてはならな  

い。こ♂）ことは5．2の例文（刀）で示したように、TをVlの前に繰り上げた場合の、  

動詞の持つ活用語尾の同一指示関係からも裏付けられることである8   

Vlはm引陀仏Sixに現れることが可能な語彙となっており、後続する具体的な意味を持  

っ名詞文に抽象的な意味を添えている。そのVlは繰り上げられたT、もしくは省略さ  

れたTと同一指示関係にあり、そのTに対するC（comTnent）としてV2があるという構  

造になっている。これはあくまでもkaana構文にまねて、すなわちka肌a＋名詞文の構造  

を碁掛こ出来た構文である。VlもV2も、もともとは異なったそれぞれの文の完全動  

詞であったゆえに、それぞれの含まれる文構造のレベルが異なるものであると考える。  

［V2はもともと別の文の完全動詞で、変化後は名詞文のCOⅦentとして横能する鼠］  

m伯おixであるVlは、まるで補文を取るかのように名詞文を取っており、その名詞文  

の中にV2は含まれることになる。よってVlとV2の間には統語上の不連続があり、  

よって複合動詞を形成しているわけではないということになる。   

意味機能という点から見れば、VlはV2に対して補助動詞的な機能を担っていると  

いうことができる。Vlは続話上はV2とはレベルの違う文構造をしているが、意味上  

は補助動詞として機能していると考える。その点では、特別扱いをしてきた‘aa血の場  

合も、統語上ではなく意味上で補助動詞的に働いており、このケースと同じだと見るこ  

とができる。「見ることができる」と述べたが、これは単なる「見方」として述べたの  

ではなく、実質的な落として、文構造の基盤が修辞動詞の構文では共通しているという  

ことを述べたのである。  

‘aa血に関しては先に何度も触れてきたが、V2を取る場合、接続語閑を介入しなけ  

ればならず、このことは明らかに複合動詞という見方を阻止してしまう。‘aa血のよう  

に、Vaを介入してV2を持ってくる構文を取る動詞は、‘aa血以外にもあり、例文（ヨ）  

であげた’山鹿血aもそうである。’扇aaぬは本来「答える」という意味だが、ここは抽  

象化して「言う」という具体的な行卑御即tic  
軸だけを構文に当てはめて、文頭の位置（nawa誠ix）で表現しているのである。   

このようにvaをとる‘視由の場合も、先のVl＋V2の場合も、先行する動詞が抽象  

的な意味を適うという位置を持っているということができる。抽象性の高い動詞が先行  

甚後兢する文が草体性の串車内容萱持つという構造を、アラビア誇では構文化して  

いるわけである。  
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まとめると、普通はVlが抽象化を起こして、卸dが落ち、V2が形態変化により未  

完了形となる。しかしVlが抽象度の高い意味特性を持ったクラスの動詞である場合は、  

そのような変化は起こせない。たとえ飢dが落ちるという変化が起こったとしても、変  

化の段階（st喝e）が異なる。その場合は、先に述べたVl＋V2の構文をモデルにした  

類推変化にすぎないと考える。例文（4）の‘aa血はこの例である。   

まとめると修辞動詞のとる構文は次の2つになる。  

（ア）Vl（＋T）＋V2  

（イ）VI wa V2  

（ア）のVlには、主としてテンス・アスペクトを表す動詞が入り、（イ）のVlには’aada  

などのテンス・アスペクトを表すのではない勤詞、すなわち先にも述べたように、具体  

的な行為の意味を除いた抽象的な意味特徴を持つ動詞が入るということになる。   

英語に当てはめて言えば、gO and see～．CO聡and go～．return a血see～，弧Yer  

and say～と言ったように、アラビア語では狸峯碑  

feature）を持ったクラスの動詞がVlにある場合はandが落ちて、2つ日の動詞が形態  

変化を起こして依存関係を作りにくく、（イ）の構文をとることになる。   

Stetkevych（1970：99）は‘aadaを’axawaatu kaanaに含めて考えている。’axaYaatu  

kaanaは主としてアスペクトを表し、（7）の構文をとる。一方、‘aadaはアスペクトを  

表すものではないので、（ア）の構文はとらず（イ）の構文をとる。よっでaxaYaatukaana  

の中には‘aadaは含まれない。また‘aadaはnaYaaSixの位置にも現れず、4．2の  

＜a＞のn洲aaSixの構文を取れないということになる。つまり‘aadaはアスペクトを表  

すクラスではないので、＜b＞から＜d＞のような変化を被らなかったわけである。   

このクラスの動詞に属すると思われる動詞は、他にもあると思われるが、これは塾頭  

類の中に一つのクラス（subぺ1ass）を形成するものと考えられる。この分類およぴこの  

グループの特徴となる意味については別の機会にまとめることにする。  

6．動詞顆という語類  

アラビア語における語類（word cla罷）は、5．2でも述べたように動詞、名詞、小詞  

の三つに分けることができる。このような語類の分類について、伽e帖（1盤㌢210：ト4）  
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では次のように述べている。  

Anx）喝theDDStfzmus tenetsof Arabicgra爪挽ristkdivisionof YOrdsinto  

．vertB，n仇爬arKIprticles．職atis‡光rh御名ivenlessattentionis tkfact  

that theArabicgram阻riaTySdefinedeachof th6eaCCOrdi一喝tOCriteriafro皿  

al11evelsofliI唱uisticanalysis～Phonological，mWphological，SyntaCticand  

semantic／pr御仏tic．  

この説明の中でも述べられている通り、アラビア諦伝統文法学の中では、この3つの語  

頬は主として形態的・統語的分析に基づいて定義されてきた。ここでは本論で開嬉とし  

ている修辞動詞に掬わる動詞類（アラビア語でfi‘1）と、それと平行する例として名詞  

類（アラビア津でism）について、SiibaYaihi（Il賃ト197）に基づいて述べる。まず名  

詞糞引こついては、蔓ifa（修飾）という文法関係に基づいて考えてみる。なおアラビア誇  

における隻ifa（修飾関係）については、名詞類どうしの同格関係が基本となる。［詳細  

はTall船n（1981）を参照。］まず次の例文（う1）（う2）を検許する。  

rajuトin’ぉa（トin  

ml－GEN lion－GEN  

・⇒strong  

’ab－uu－hu．  （I197．21）  

father－N（伽－his  

『同格→至ifaの成立  

（31）瓜rartu bト  

脚SS by－  

pf  

（Ⅰ押迫ed am封lⅦhosefa七her YaSalion．）  

rajuトin’asad－un  

－NOM  

’ab－uu－hu．  

『同格でない→sifaではない  

（32）船rartu bi－  

例文（ヨ1）と例文（霊）で名詞類（m鵬nalcl拡S）が並列されたところ（枠で囲われたとこ  

ろ）を比較すれば、蔓ifa（修飾）という文法関係を通して、アラビア諸における名詞類  

という語類のありようが見えてくる。例文（ヨ2）のraju卜in（勝）’a鎚d－un（主i）はともに  
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非限定（irKlefinite）であるという点では共通しているが、数（n血「）が一致していない  

という理由で、例文（ヨ2）は同格（a脚Sition）とはならず、よって箋ifa（修飾）という関  

係は成立しか、。ところが例文（ヨ1）の場合rajuトin（掛と’asa（トin（附はともに非成定  

（indefinite）であるという点では例文（ヨ2）の場合と変わらないが、櫓標示（case  

m訂ki噸）いう点では、例文（う2）の場合とは追って格の一致がみられる。よって例文（ヨ1）  

でほ同格関係が成立し、蔓ifa（修飾）♂欄係が成立することになる。そうすると例文（ヨ1）  

の場合は例文（う2）とは逢って、’益ad（ライオン）という語が潜在的に持っている、質  

U）意味（i汀plicit meanin＄Of quality）が現れて、抽象的な意味（ここでは「強い」）  

を持つようになる。これは同格という統語関係（匹rataCticrelation）が成立すること  

に伴う語彙の意味の抽象化であると言える。もちろん次の例文（うぅ）（封）でSii由帽ihi  
（Il乳7）も指摘するように、名詞類に属する全ての津がこのような現象を取るわけで  

はない。  

xaata肝・u－haa． （I195．7，  

seaトNO肝－its  167，20，  

2∋5．5）  

（ヨう）＊I旧rartu bi  

PaSS by  

Sahiifaトin tiin－in  

七ableトGEN clay」詫N  

xaata肝1卜haa．   （I195．10）  （ヨ4）l一色rartu bi  Sahiifat－in tiin－un  

－NOM  

（Ipassed a tablet Yhose sealYaS Of clay．）  

例文（う∋）は非文で、正しくは例文（う4）のようにしなければならない。つまりこの例では  

同格関係（appsitiverelation）を成立させてはならないことになる。それは並列され  

た二つ日の語が、潜在的に質を表す特徴を持っているかどうかで決まるわけである。例  

文（う∋）（う4）に現れる左目nくclay）は、アラビア語ではこのような特徴を持たないというこ  

とができる。アラビア語の名詞類に属する語は、今述べたように、潜在的に質を表す、  

相対的に抽象的な意味を言語の意味として出せるかどうかで、統語的ふるまい  

（syn七actictehavior）が変わってしまうわけである。つまり、基本的には名詞類に属す  

る語は、名詞として機能しているが、それが一定の統語的条件が整えば、形容詞として  
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意味上機能することになる。このことを図式化すると次のようになる。  

’ism  

／  ＼  
名詞 ⇒  形容詞  

，ism（名詞類）という語類にはもともと名詞であるものと、もともと形容詞であるもの  

があって、その名詞の中には特定の統語関係を持つと相対的に抽象化され、形容詞とし  

て用いられる名詞もあるということになる。つまり’ism（名詞顛）という語類は、名詞  

と形容詞という種を持っていて、名詞は条件付きで形容詞としても機能することができ  

る。これらはすペて、上図のように一つの’ismという語類として揺られることになる。   

これと同様に、本論で問題となっている修辞動詞も、下図のようにfi‘1（動詞頬）と  

いう語類の中に含まれる一つの種である。  

fi‘1  

／  ＼  

動詞 ⇒  修辞動詞  

fi‘1（動詞類）と言う語頬の中には、もともと動詞であるものと、もともと修辞動詞  

であるも＿のが含まれるが、一定の統語関係（桓al節の接線、またはn訓a誠ixの位置に現  

れること）が成立することによって、語の意味が相対的に抽象化されて修辞動詞として  

用いられる動詞も存在するのである。つまりfi‘1という誇類の中には、動詞と修辞動詞  

という2つの種が存在し、特定の統語条件が成立すると、動詞が修辞動詞として機能す  

るということになる。   

本論で何度もとりあげた‘aa血という動詞は、W町垣al節を伴い、完全動詞として用い  

られながらも、修辞動詞として機能するという、統語上特別な形式を取ったのは、  

‘aadaと言ったような一定の意味特徴（seJTEnticfeature）を待った動詞はnaYaaSixの位  

置には基本的に現れないものだからである。IⅦ州a迫ixについてはすでに述べた通り、そ  

この位置に現れるのは、テンス・アスペクトを表すka紬aと’鉱訓狙七ub肌aに限られ  

てきた。つまりアラビア語には修辞動詞として機能しうる‘aa血のような動詞のクラス  
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が存在し、これは’axa職atu kaanaには含まれないことになる。   

まとめると修辞動詞成立の条件として、修辞動詞のうちkaanaと’axaYaatukaamに属  

するものは、n訓aaSixを含む構文に現れることを条件とし、修辞動詞の中で、それ以外  

のものはw計塾aal節の接続を条件としているということができる。．このことから、アラ  

ビア請の修辞動詞として機能しうる動詞の中には、’aD（aYaatu kaanaに含まれるグルー  

プの動詞と、それに含まれないグループの動詞があって、それぞれが動詞類のなかでク  

ラス（subl：1益S）を形成していると考えることができる。  

7．まとめ  

本論ではアラビア諦の動詞顆という誇類の中に、修辞動詞として機能する動詞が種、  

すなわちクラス（suトclass）として存在するということを見てきた。その修辞動詞はそ  

の統語的・意味的機能から、次の3つに分数することができる。  

＜動詞頬（fi11）のSuト亡1弧S＞  く修辞動詞成立の要件＞  

-kaana 

’ax綱aatu  

kaana class  

‘aa血class   

修辞動詞  n訓aaSix構文に現れる  

Wa一重aal節をとる  

伝統的な分類では、kaahaと’axaYaa七u kaanaの2つを修辞動詞としてきたが、本論では  

‘aadaなどの動詞を取り入れて、修辞動詞として機能する動詞を3種類のクラス（three  

sub－Class飴Of fi．1）に分けた。kaanaと’axaYaatu kaanaは、テンス・アスペクトとい  

う意味の面からも、また塾aal節を従えるかどうかという統語面から見ても、区別される  

ペきものであった。この2つは位置を表すn訓aaSixという位置を具現する語彙プル…プ  

に含まれる。塾aal節の具体化と連動する修辞動詞化によって、現代アラビア語では、  

naYaaSixに現れる語彙が増える傾向となっている。つまり7axaYaatukaa伯に属する誇  

菓が増えているということになる。名詞が蔓ifaという統語機能を担う場合、形容詞とし  

て機能する例から名詞類（’ism）という大きな語頬のありようを見ることができた。同様  
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に動詞が修辞動詞として機能する例から、動詞類（fi11）という大きな語類を見ることが  

できた。  

名詞類（’ism）  動詞類（fi’1）～一語類（vordcla岱）  

／＼  ／＼  

sifa － ⇒十  a）nawaasix 一 年十  ～－一種（sub－Class）  

名 形  b）閑ヰaal節一 句十  

V MVV 

このように種のレベルで語が転用されることになる。動詞類のうちa）はkaana Ya  

’axawaatu－haa，b）は‘aadaclassとなり、成立要件を見てみると、修辞動詞は大きく  

2つに分かれるが、実際はkaa伯と’axawaatu kaanaは、統語上も意味上も機能が異なる  

とめに、この輩の初めに述べたように、結果として修辞動詞は3つに分かれることにな  

ぁ。   

ka弧aと’axaYaatukaanaの分類については、kaanaはテンスとしての意味機能を持ち、  

7axaYaatukaanaはアスペクトとしての意味機能を基本としているという点で、意味上  

区別され、kaana構文はbaalをもともと持っておらず、’誠aVaatukaana構文はbaalをも  

ともと持っていたという点で、この2つは統語上区別されるわけである。この続落上の  

違いは、あえてwa節を取れるかどうかをみればはっきりとした。kaa他の場合はwa節は  

絶対に取らないが、’誠aYaatu kaanaの場合は取ることができる。   

さらに脱YaaSixという位置を持つ構文の重要さについても述べた。kaanaはnaYaaSix  

という位置を具現する語として棟能しているということも述べた。このkaanaの  

naYaaSix構文を真似て、’axaYaatukaamもnaYaaSix構文を取るようになったのである。  

つまりこの2つは、naVaaSixという位置機能という点で合流したものである。このこと  

からnawa誠ixという構文上の概念の重要さが分かった。   

修辞動詞は、意味上でのみ、補助動詞として機能しているということを述べた。補助  

動詞と意味上解釈される動詞と本動詞の接続については2つの方法がある。接続に接続  

語粕（時にfa）を用いる場合と用いない場合がある。  

（a〉Vl¢V2 － “  kaana と’axawaatu kaana  

（b）VIYaV2－q－ ‘aada classと’axaYaatu kaa旧  
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両方の接続方法をとる’axawaatu kaanaについては、（逆に類推（analogy）変化したもの  

もあったと思われるが）、（b）の形の方が古い形であると考えることができた。いずれ  

にしても、現代文ではほとんどが（a）のパターンである。（b）のような並列構文  

（paratacticconstruction）が基本となって、Vlに現れた動詞が抽象化して修辞動詞  

になったと考えられる。この並列構文（騨灯ataXis）と、語の意味の抽象化は、名詞類の  

場合にも並行して当てはまるもので、これについては別の機会にまとめることにする。   

しかし（a）のようにVlV2と並列したからといって、複合動詞が形成されたのでは  

ないと言うことも述べた。VlとV2は、基本的に構造レベルの異なる要素であって、  

本来V2をcoIl陀ntとするtopicを、V2の前に省略しているからである。統語上は複合  

動詞を形成しているとは考えないが、意味上は補助動詞としての意味機能は持ってい■る  

と言うことはできる。修辞動詞と言忍めてきた動詞のうち、意味上での変化としてbana  

はもともと補助動詞的であり、7axawaatu kaanaは補助動詞的になったもので、Laada  

cla清は完全に補助動詞的になり切らなかったとまとめることができる。‘aadaは後線動  

詞が接続語waによる重文構造を取り、動詞の形態からも依存形態になっていないからで  

ある。つまり本来補助動詞的でなかったものが、補助動詞的になってきたという傾向が  

あるということができる。   

いずれにしても、アラビア語では［抽象部〕十［具象部］という分離した述語動詞部  

を形成しているが、これをアラビア譜では獲茎超しているということを述べることがで  

きる。   

本論で間嬉になっている修辞動詞が含まれる動詞類は、修辞動詞の分析から、次の様  

にまとめることができる。  

〈YOrd class〉   くsub－Class〉  

脚 

下撃 acヰ  辞動詞になれるsub－Classes  

動詞敷はいくつかのSubrclassに分けることができた。その中のkaam、’axaYaatukaana、  

‘視daの3つのクラスは、完全動詞という顔の他に修辞動詞というもう1つの顔を持っ  
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たsub－Cl弧S岱であるということができる。   

本論では民族言語を研究する立場として、伝統文法学を基礎に議論を展開してきた。  

アラブ人の作ったアラビア語伝統文法学の中で、本論で問題にしてきた修辞動詞に関わ  

．るのはkaaanaと’axaYaatukaanaの分類、及びnaYaaSix構文である。この2つについて  

言及して、アラビア語における修辞動詞についてまとめてみた。動詞類・名詞類といっ  

た語類の分類についても、アラビア語伝統文法学に従った分析をしてきた。アラビア語  

を分析する場合、やはりその話し手であるアラブ人のつくったアラビア語伝統文法学を  

無視するわけにはいかか、。本論文は前提でも述べた私の言語研究（民族音詩研究）の  

立場が現れたものである。  

【略号一覧】  

MV ＝miifying verb  

PTCL＝Particle  

pf ＝匹rfect   

i叩fニi叩把げect  

T  ＝tOpic  

C  ＝COm肥nt  

tr ＝tranSitive  

intr＝intransitive  

DET ＝determiner  

NOM ＝nOminative  

GEN ＝genitive  

ÅCC ＝aCCuSative  

tListforSy打払lsUsed forPhoneticTranscriptionandTramsliteration】  

／’／voiceless glottalstop  

／h／voiceless glottalfricative  

r／voicedpharynlealfricative  

／y voiceless dlatYngealfrica七ive  

●垂／voiceddorso－Velarfricative  

d voicele追dorso－Velar fricative  

d voiceless velar stop 

】／voicel怯S dorso－Velar stop  

／i／high front short vowel  

／ii／highfrontlong voYel  

／a／loY Centralshort voYel  

／aa／loY CentralloJ鳩VOYel  

／u／highぬcksbrt voYel  

／uu／highbacklonB VOYel  
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／j／voi∝dpalatalaffricate  

／Sh／voicel臨S阿Iatalfricative  

／Z／voicedapicovalveolar fricative  

／Z／voicedapico－alveolar fricative（e叩ha七ic）  

／s／voicele追apico－alv餌Iar fricative  

／S／voiceless apico－alveolar fricative（e叩劃atic）  

／七／voiceless apico－alveolar stop  

／t／voiceless apico－alvex）lar stop（enphatic）  

／d／voicedapico－alveolar s七OP  

／d／voicedapico－alveolar s七OP（enpha七ic）  

／dfV voicedinterdentalfricative  

／七rJvoicelessinterdentalfricative  

／f／ voicele迫1abiodentalfricative  

／b／voiced bilabialstop  

／nV voiced bilabialnasal  

／n／ voiced alveolar nasal  

／y／voicedpalatalglide（sem卜voYel）  

／w／voiced bilabialglide（sem卜voYel）  

／1／voiced alveopalatallateral  

／｛／voiced alveopalataltri11  
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Summa「y  

O n  the modifying  verb  in  Arabic  

Iねa血ib触   

InÅrabicthereareverbs whichfunctionas modi舟iTtgVerbs．In the  

tradi七ionalArabicgrannarthegroupswhichareclassifiedasmodifyingverbs  

areca11edhaanaand’axawaa士uhaana（sistersofhaana）．Theseverbs  

can be used as modifying verbs on the cer七ain syntactic conditions．  

Theverb‘aada（intheoriginalmeaning treturn’）canbeusedasoneof  

themodifyingverbs．Intherecentarticles thisverbisclassifiedasorleOf  

thelaxawaa血haana．InthisarticleIassertthatthis（modifyin＄）verbis  

not oneofthe’axawaa血haana judging fromits syntacticandsemantic  

function．  

This verb‘aadais classfied as one of 七he sub－Classes of fi‘L  

（verb∂1wordclass）apartfromkaanaand’aズaWaatukaana．Inotherwords  

fi’E（verbalwordclass）issubqclassifiedintohaana class，’axawaatu  

l haana class，aada classandsoon，allof which canbe usedas皿Odifying  

Verbs on the certain syntactic functions．  
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